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/町
勢
伸
展
な
ど

功
績
を
た
た

菊
の
香
菰
る
十

一
月
コ
百
の
文
化
の

目
、
町
役
場
三
塁
議
室
で
、
今
金
町

褒
賞
条
例
に
基
づ
く
本
年
度
の
功
労
者

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
み
ru。

表
彰
式
は
午
前
十
一
時
か
ら
町
議
会

代
表
者
、
各
産
業
団
体
な
ど
の
来
賓
が

出
席
し
た
中
で
行
わ
れ
、
永
年
に
わ
た

り
本
町
の
町
政
に
、
お
献
さ
れ
た
五
人

が
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

河
端
町
長
、
今
野
議
長
は
表
彰
者
の

み
な
さ
ん
に
い
ま
ま
で
の
ご
苦
労
に
対

し
心
か
ら
な
る
感
謝
の
こ
と
ば
を
述
べ

北
海
道
の
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

日
額
は
二
千
六
百
八
十
七
円

北
海
道
労
働
碁
準
局
で
は
、
道
内
に

お
け
る
最
低
賃
金
を
十

一
月
六
日
か
ら

ら
れ
、
ま
た
、

受
賞
者
を
代
表
し
て
小

岩
隆
一
さ
ん
か
ら
、
「
時
え
あ
る
功
労

表
彰
を
受
賞
し
感
激
で
い

っ
ぱ
い
で
す

こ
れ
か
ら
も
町
発
展
の
た
め
に
尽
す
こ

と
を
固
く
お
奮
い
い
た
し
ま
す
」
と
台

札
の
こ
と
ば
が
あ
り
式
が
盛
会
に
終
句

ま
し
た
。

宗

像

朝

司

氏

(美
利
河
)

のえ
表
彰

示
年
に
わ
た
り
消
防
団
長
と
し
て
、

本
町
消
防
力
の
近
代
化
を
は
じ
め
婦

人
防
火
Z
ス
ア
の
創
設
者
と
し
て
活
躍
、

人
命
の
救
助
、
財
産
の
保
離
に
武
献
。

中

野

喜
久
治
郎
氏

(神
丘
)

永
年
に
わ
た
り
町
議
会
議
品
、
民
生

委
員
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
と

て
公
職
を
歴
任
、
今
金
町
の
発
展
は
も

と
よ
り
地
方
再
出
の
振
興
発
展
に
負
献

し
た
。

S議会主永
ι左耳緊t

1， :JtI¥11任c1 .'わ

匂i昔話
賢雨容量書

長2TB5
ttて2E

小

岩

隆

氏

(
種
川

安賞者を代表して挨拶を述べる小岩隆一氏

永
年
に
わ
た
り
町
建
議
員
を
は
じ

め
、
農
業
協
同
組
合
尋
務
と
し
て
、

地

方
自
治
発
展
に
尽
さ
れ
る
と
と
も
に
町

内
刷
業
発
展
に
貢
献
し
た
ロ

岡

部

広
氏

(
美
利
河

治

会

、

福

山町
の
附
駄
に
従
い
草
い

賃
金
額
を
改
正
し
て
支
払
う
必
裂
が
あ

り
ま
す
。

最
低
賃
金
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
北

海
道
労
働
息
他
局
賃
金
課
(
包
訴

O
一

一
l
一
言
二

l
九
六
一
一
)
ま
た
は
、

函
館
労
働
恭
準
監
骨
密
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

3.063 383 ただ C.止のl'i11ffl"Ul2!制，.適'"されます.

食 料品製造車
(¥) r'仲Zによる推1>.班む..選制.包1IIXl1踊」凶めの*曹に主と し

τ従事する 信. 55.11. 6 
2.734 342 (2) it1"" 片付けその岨これ らに惜ず晶軽自主皐帽に EとLて従事する丹.

2.969 372 
たた L、改の拘Jニ"と1輔辺白肌!U(上記)が越川 され 車寸.

拙維産業 '"魁 その他の防相制品制泊3巳メ'.ヤ A r.目別泊~.制刷業lニ降る 55.11. 6 
~簡に促引する担 ，

ただ1... IXの 布は下"の世間が過川喜れます.

木材木製品 3.125 391 C1! '~L~ 品備品唄遺書に悌晶"仰に提噂する刊で.って‘嵐入れ陪6
JI -f.:踊の/U~抑制巾のもの

事n.1主備品
(2) u-+-' I，~唄品開歯車咽 "11% 1..関車 % )(117 イ"テヲ.パー割車皐 55.11. 6 に脈品~師に従事す畠 何 .1帽械の抑II;J(は.."のま聞に Eと Lτ従事

割 地崎 業 2.759 345 
す 晶 ftH.i:<.J

(~I Jl n' ~.による噴り、週別冒柑陣、包 l!< }(I;t運開咽情M、故事その他

ニれ ιに噌ずるU"¥1.匡車問』ニFとして従事する".

ただ L咽肢の舟は下"の亀岡市t週 '"されます.

パ ル プ ・紙 ー 3.380 423 '1' 加工匝1割週来.Ot唄品別過』品、組担腎語根遺皐 (凪3仏紙岱関車J量
告肱<J Xttその他のパ.プ a 紙面1加工品製温~に偏る皐摘に従事

紙加工品 す品自， 55.11. 6 

2，818 353 
12! f{ιプ制適 E‘楓制適..および!R~~企紙拘留過..，二幅晶皐掛に従事

割 遣 Ji する "であって f'.II;%に主るこん包.週明文1.111!開. ，肯M‘炊事.

の他ニ れらに惜ずる'H.)な皐.に主として誕栴する 4の.

出版印 刷 3.166 396 ただし 止のれI.i tT~の宮前Iが過'"され ます，
1¥1 11)刷毘に係る皐簡に従射す晶 r，-r:あって、川人1>1曲目 11-4;:満の』主催

間 関 連 産 業
2.832 

i町r.I'I'のもの. 55.11. 6 
354 '" 情 .....Iil・fけその他これ らに惜ずる舵詰..耐l二kと Lτ従事する布.

S製E品輩世土造石業
3.118 390 ただ L‘武のItlin雪の'2I:1It1d:直川されます.

2.736 342 
r. fI~に よる~}!，‘ i両揃‘片付けその拍こ hらに憎ずる 'UH匝畢掛に 55.11. 6 

主と Lて従事する布.

(情宮f磁1苛k区械路酬器合分む仰拝"む申金.開堂宙書空例宮制誌制業古司郎豆a 語品農目1 ノI 

ただし、止の 作は卜"の量削市l適 附されます.

3.175 397 u>唱人れ碓 6!I.f.と渦の r.で島って、当雌職悼の皐摘l二五として従事し

た1'11聞が、 IHIIl¥吋仰向IInJTo'tめ通事 Lて 611止欄の ιの.

(21 ': l l :において小型地動1:14 >1:は F工 U~ !Il l ‘て"う穴あけ‘組立て句 55.11. 6 

2.763 346 
ねじ~せ、みが哩 "'ιT世楠の..簡に主として従事する荷.

t別 清w.t'I:哩‘ 件付け‘ 怯事その曲 これ らに惜ずる岨 .1C&%備に主と

L τ提 事する布

2.981 373 旬発鍵 た だ L‘市描司片付吋の 震情に主としτ従事する 拘>1下

『空の~削"直川，れます.

小亮躍

ただ L屯訟の ftl1 ~ t湖祖眠悦 It 1>' ( I_，~ ) が直川書れ直す.

倒i'北.，小先輩 咽人れ t量6川本満の 55.11. 6 
2.704 338 11】"即即I世.nu小北思‘リi7-il!1I刷、世皐』又はM人子"曜小亮

..に帳晶 z帽に従事する 何で晶っτ.柑!I!.'JJ (-ill"匝司 岨λ圃 X>1子

仰刷の仕立の軍捕に蝿畠H健抑制中町志の.

'2' 政官~;に雌H摘に縄市する 何であっτ‘訓開"の町柿取間のため

調理の車問に従事する 4の.

石炭鉱JIi 4，437 ¥ ¥  
腕内1I!l!に従事する h. 55. 2.15 (坑外 fll .f:に提・1ーする丹は ~tj旬瑚隈低同宣 (上記] が適川喜れますJ

金属 拡 果 等 4.350 ¥¥  
IJ'(内作業に従事寸畠 h. 55. 2.15 "九件作業に従事するr. 11~t湖沼踊低間企{上高"が過川 書れます」

(納皆勤手当、通勤手当、家族手当は算入されません。)

最低賃金額以上の賃金を支払わないと最低賃金法違反となり、処罰されることが

あります。

北海 道 労 働基準局・

「優低賃金を守りましょう」

北海道の量低賃金

永
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
、
統
計
調

究

μと
し
て
公
職
を
肢
任
し
、
民
生
安

定
に
尽
き
れ
、

A
丞

町
発
展
は
、

も
と

よ
り
地
域
発
展
に
貢
献
し
た
。

内

藤

重

蔵

氏
(

A
7

金
)

そ
れ
そ
れ
左
表
の
と
お
町
改
正
さ
れ
ま

した~。最
低
賃
金
の
目
的
は
、
道
内
に
働
く

す
べ
て
の
労
働
者
の
賃
金
の
最
低
伊
を

保
註
し
、
生
活
の
安
定
会
図
る
も
の
で
、

道
内
の
事
業
主
の
カ
は
、
日
額
宝

一千

六
百
八
十
七
円
(
時
間
給
で
三
百
二
十

六
円
)
以
上
の
質
全
を
支
払
う
こ
と
が

殺
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

な
台
、
改
正
後
の
「
北
海
道

(地
域

包
括
)
最
低
白
金
」
ま
た
は
、
(
北
羅

道
産
業
別
最
低
白
金
」
が
適
用
さ
れ
る

方
の
う
ち
、
す
で
に
必
低
適
用
除
外
の

許
可
を
受
け
で
い
る
方
は
、
許
可
の
有

効
期
間
中
で
あ
れ
ば
、
改
め
て
適
用
除

外
の
許
可
を
受
け
る
必
要
は
あ
り
は
せ

労働基準監督署

( 2 ) 

電
信
電
話
公
社
で
は
、
電
話
を
ご
利

期
さ
れ
る
み
な
さ
ん
の
利
便
の
向
上
を

図
る
た
め
に
、
巡
而
附
離
通
話
料
と
近
時

離
通
話
料
と
の
格
差
是
正
を
図
る
措
訟

の一

環
と
し
て
、
十

一
月
二
十
七
日
附

午
後
七
時
か
ら
次
の
と
台

η
遠
距
離
区

間
に

「
深
夜
制
引
」
を
実
施
す
る
と
と

も
に
「
夜
間
制
引
」
対
卑
時
間
借
を
拡

大
す
る
よ
う
「
夜
間
に
お
け
る
通
指
料

等
」
を
改
定
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

V
深
夜
訓
引
等
の
実
施
内
容

現
在
六
十
J
を
越
え
る
区
間
に

つ
い

て
は
、
午
後
八
時
か
ら
翌
日
午
前
七
時

ま
で
の
間
「
夜
間
割
引
」
(
四
割
引
、

一
O
O番
通
話
な
ど
の

H

交
換
手
扱
い

通
話
H

を
合
み
ま
す
J

を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
改
定
し

ま
す
。

。
三
二

O
J
を
越
え
る
遠
距
灘
区
間
に

つ
い
て
は
、
「
夜
間
制
引
」
の
ほ
か

午
後
九
時
寸
勺
翌
日
午
前
六
時
ま
で

の
深
夜
時
間
帯
に
も
う
一
段
の
割
引

を
行
い
「
深
夜
割
引
」
(
六
割
引
)

を
実
施
し
ま
す
。

(一

O
O
番
通
話
主
ど
の

H

交
換
手

扱
い
通
話
H

を
除
き
ま
す
。
)

@

「夜
間
割
引
」

の
時
間
帯
を
前
後
そ

れ
ぞ
れ

一
時
間
拡
大
し
、
午
後
七
時

か
ら
翌
日
午
前
八
時
ま
で
と
じ
ま
す
。

ミ
一
一

O
需
は
事
件
や
事
故
に
あ
っ
た

一
と
き
、
事
件
や
事
故
を
見
た
り
、
聞
い

一
た

η
し
た
と
き
に
知
ら
せ
て
い
た
だ
〈

一
あ
な
た
の
声
の
交
酢
で
す
。

一一

O
需
は
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
、

一
事
件
事
故
へ
の
解
決
に
効
果
が
あ
り
ま

一
の
で
、
お
ち
つ
い
て
、
正
し
く
、
要
領

よ
く
か
け
ま
し
ょ
う
。

e

〈
一
一

O
訴
に
知
ら
せ
る
こ
と
が
ら
)

O
何
が
あ

っ
た
の
か
(
交
通
事
故
、

一

強
盗
事
件
な
ど
)

一

O
い
っ
、
ど
こ
で
(事
件
事
故
の
あ

一

っ

た
日
時
間
柑
所
目
線
)

3

0

ど
ん
な
こ
と
が
(
事
件
事
故
の
よ

一

う
す
)

一

O
犯
人
は

(人
数
人
相
服
装
・

特
徴
な
ど
)

一

O
犯
人
の
に
げ
た
方
法
と
方
向
は

一

(

犯
人
の
乗
っ
て
い
た
阜
の
栂
別
・

色

・
型
・
ナ
ン
バ
ー
)

O
被
害
者
の
け
が
の
程
度
は

(被
害

一

者
の
数
程
度

-
収
容
病
院
)

一

O
あ
な
た
の
住
所

・
氏
名

一

O
あ
な
た
の
か
け
て
い
る
電
話
番
号

一

事
件
恥
故
と
の
関
係

一
〈
一
一

Q
番
は
庶
急
通
報
問
の
屯
結
〉

一

色
が
な
い
用
件
や
相
時
こ
と
の
電
路

一
は
近
く
の
街
察
署
へ
迎
絡
し
ま
し
ょ
う
。

『
二

O
番
の
正
し
い
利
用
方
法
』

ー
お
ち
つ
い
て

正
し
く

一O
帯
l

か
け
よ
う

( 3 ) 
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町
は
、
第
三
固
定
例
町
議
会

で
昭
和
五
十
四
年
度
の
一
般
会

計
を
は
じ
め
三
特
別
会
計
の
決

算
認
定
を
求
め
ま
し
た
。

現
在
、
決
算
特
別
委
民
会
に

付
託
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

お
も
な
内
容
と
今
年
度
の
千
算

執
行
状
況
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

う使われた-
ιー54年度471意2r万円は

.・投資的経費に14倦 9千万円

教育費24.8弘 土 木 費17.2拡
町税(2億円万円):8.3%に 墜l
地方交付税で35.8"める|云竺」e・

• 

. 
54年度のおもな事業

(単位万円)

今金中平時建設事業 49.285 
都市計画術開事業 7，573 
神丘6腕棉道路改且車業 7，382 
臨時地方道殺刑事業 7，338 
盟国脇道陣改良事業 6.305 
公蛍住宅建設事業 5.0∞ 

}農業柑造改善事業 4、714
山村地地毘仲if(¥車持別対積水準 4句696
御園楠出掛耶業 3.951 

I 針 金基幹排ホ整備事業 3.334 
宮嘩槽械購入l:JI業 2，665 : 
防雪柵投世串業 2.370 
八束ほ地蜂fllli事業 2守336
中桔酷牒掛興対策事業 2，262 

j 上 南原楠出J食事業 2.247 
。高聾公凶造成事業 2.227 

地時制宣明E業 1.792 
t 白石腕道路舗装 1.686 

日進農免農道聴聞事諜 1，603 
道路図作成事業 1.500 
公有林盤糊耶業 1，418 : 

j 転 作促進特別対策事築 1，406 
最利河ダム吋策事業 1，155 

j 粒 日住宅l隅入事業 1，089 
l 白石段免脱退盤耐 :!Js.~ 1 ，012 ~ 

日進l州桁底追整備'1'業 986 
i 盟国農用地開発事業 887 

転作経営安定特別対策事業 774 
田代農地1m発事業 765 
;且産米品質改善対策~，撲 723 

!幼稚悶舎周囲環境整備ミ1<業 684 
相祉パス購入事業 599 

:へ き地融口住宅建設事業 592 
~村動力電気草人事業 538 
でん薬用蹴奨励緊急J吋官事業 518 

}土壌改品耶業 495 : 
季 節世澗対盟事業 387 

1 防雪冊品納1:i1I新軍事業 398 
1 優良雌ヰ噂入事業 300 
I 乳陶牛js団育成事業 293 

町民 l人当りの決算は

一般会計 363，927円

町税負担 30，578円 i

:土木費 70.760円

民生費 45，314 P:l 

!教育世 90.0891司 !

。農林水産業世 53，627円

衛生世 11 ，480円

( 4 ) 

昭和54年度会計別決算額

合計別 区分 れ火 耳 額 残額の柿世

車入 3.430、158 翌年度へ繰越 16，264 

一般会計 t& t.ll 3，396，894 

強 制 33，264 基金繰入 17.000 

国{~ '1'章 証人 回9.339 翌年度へ繰越 32 

晶出 曲9.257

4干 助 定 践者n 82 接金繰入 50 

日'1 園出施設 最入 822.033 E翌年度末也分利益剰余

薩出 688句 819

会 助 定 問削 133句 214 金として繰越 133，214

官十 簡易水道 車入 37.298 盟年度へ繰越 1.377 

車 m 34.421 

'1'車合計 残責fi 2.877 器企繰入 1.5凹

i&入 4，898，828 

合 百十 輩出 4.729.391 

担割 169.437 

(単位千円)

昭和54年度一般会計歳入睡眠算の内訳

(17.2%) 

費

( 17.8%) 

費

昭和54年度一般会計歳出決算性質別比較図

(24.8%) 

出〉主

町慣
485，700千円 (14.2%)

町税

285，422千円 (8.3%)

国庫支出金

722，216千円

(21.1%) 

地方交付税

1，227，472千円

(35.8%) 

歳 出〉

( 1.831，世相干I'll3，555，44H・1'1

{ 伍踊千円} ".1凶1-1'1

1 ，回1咽千円開山lf'f'f

lZ5，7剖 T'j'!) 393咽4691-1'1

t 畠 .619干1'1)回船3.r'l'l

t 322f-1'Il 1，131千円

I '-".臼H-I'!) 432.697千円

".邸3千円} 79.1日千円

{ 話ι併 Z千円} 帥1.2臼千円

〈珂.'"千e!' 部竺止」
( 612，032干円) 叩』刈]8-{-I'1

.，....千円} ".叫担r.Fl

( 117 ，233千 円日.795千円

( I)H'J) 1.収蹄千1"

昭和55年度一般会計の予算執行状況

額

'理

ft 情医a

唱費

ft 

'電

入〉〈歳

.仲ホ~ ..  

" 
'理

喫

g理

梨容笹山健

• • 

としの町の財政

会

総

" 

生

~ 

副

工

本

" 
γt 

" 
備

民

術

学

鳴

土

m 

公

F 

，噴

l総
l町

l地 H 鰻与俊

l臼動耶刊取柿
交{付J 傘

l砲，;交付悦

竺巴]~il1i可J問、

どIsf!'!)コ州制 抽出金

18.582'fl'Jlコ{質問科及川町4

E互日欄廠支出金

E五石ア寸過

入〉〈歳

額

制隠

3，555“7千1'111，7∞l鑓千円}

ヨ16.898千PI( 193厳翠予阿}

13，116守f-I'H‘8気附千円(

12.757千円}

922.8361-1'1) 

"似.千円(

1，226.843予e!'

.<<干門{

支 出 金

金

財産 U 入

金

金

人

倫

)内IH，人支州市首1

也

<< 

入

附

I~ 

" 

司E

鍋

32.2S~予川{

529.33‘千円{

77.0(渇千円{

ω4iS千円}

]6.264千円}

5碕'"千円}

。千pn

。千円}

o.y門}

)外はJ-"1l1Jl.甑{

"応'"千円{

44.111千円{

537.958千円{

"後退千円{

]6.2“平内(

叩千円{

'"筑.千円{

、ア

ιーー

4月から始まった昭和55年度も約半年が過き

町民のみなさんに、町の台所がどのように

っていただくため、今年度の一般会計予算執

します。

198，723千円255.344千円

町有有産の内訳
(55. 3.31現在)地 方 債 の 現 在 高

輩出輯額

3，396，894千円

(55. 3.31現在)

口

1'':'1 

13，431 ，278rr1 
52，745rr1 

57，580rr1 
710千円

4，755千円

33台

262，496千円

在現

地
梅
本
巻
町
摘
を

証
るレ

ム
炉

価
に資

土

建

立

有

出

車

基

時区

I自

639.698千円

(31.5%) 

宵教

昭 和55年度町税の収納状況

(単位 .千円)

税の区分 調定額 収入清瀬 収 入 率

開I 民 R見 149.937 94.087 62.8% 

固定資産税 89.432 58.512 65.4 

固市有町資村産交等付所在金 15.939 9.315 58.4 

:陸自動車税 3.466 3.249 93.7 

たばこ消費税 17，083 13.993 81. 9 

電 気 税 6，415 6.415 l∞o 
木材引 l担 税 35 35 100.0 

特別土地保有税 8.052 8.216 102.0 

290.359 193.822 66.8 

( 5 ) 
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広縄口口 おしらせ 口口広 報 ロロ おしらせ 口口広報 口口 おし らせ 口口広 報 口口 おし ら せ 口口広 報
町政への嵩児、嬰"ffl.生活の知恵な Eをお寄せください口口町民ひろ ば

う中里小中

安全に関する図面

コンクーJレ

8人の児童・生徒が入賞

おめでと

町 民ひ ろば口口地境の できごと、信組 、

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
全
道

レ
ベ
ル
の
中
里
小
中
学
校
が
第
二
十
一

回
「
安
全
に
関
す
る
図
面
コ
ン
ク
ル
」

で
、
小
、
中
学
校
を
通
じ
全
道
で
九
つ

し
か
辛
い
貨
の
う
ち
、
な
ん
と
八
つ
を

獲
得
す
る
と
い
う
大
快
挙
を
達
成
し
ま

し
た
。伝

達
式
に
は
木
怖
勇
桧
山
教
育
局
長

が
十
月
二
十
五
日
中
主
小
中
学
校
に
来

校
し
、
主
催
者
の
日
本
学
校
安
全
会
近

uわが家の戸イド)[/'
f寺昭政務さんの長女(í::~ % JI!T) 
朋奨ちゃん 1政 11ヵ月

「ハイ、チーズ-'.'J 

「かげた ともみ、ひとちゅ」

?と.やっと i'l分の名前もいえ : 

るようになりました。

おじいちゃんとー聞に高見公園

をn転車でひと(Ii]りするのが

毎日の誕しみでーす。

写真募集中 3暗までの必子

さんの日常のスナ y プを]，帯せ
くださも、 - 11:相係ー

支
部
長
・
道
教
育
長
偵
を
伝
達
し
ま
し

た
。国

民
安
全
の
日
を
紀
念
す
る
同
コ
ン

ク
ー
ル
は
、
小
学
校
低
rrTヰ
、
同
市
学

年
、
中
学
生
の
三
部
門
に
分
か
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
優
秀
作

一
占
、
佳
作
一一占

が
人

民
作
品
と
な
り
、
優
秀
作
品
は
さ
ら
に

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
へ
出
さ
れ
ま
す
。
中

卑
小
中
校
で
は
A
曲
、
小
学
生
の
阿
部

門
で
コ一
年
生
の
中
島
き
さ
ん
と
四

図合室だより ・新刊案内.

~ 照止:への招待8 . 9=躍出手1 干11失

砂日本の歴史 11=日尾一彦他

砂日本の歴史12=竹内誠他

砂川端既成金品 2 .17=111拙 暗 成

砂自在=渡辺淳}

惨北海道文字企，tsIO=久保地

砂雄山三郎 全 地 9=崩山三郎

砂古川英拍全Jl!4=吉川英拍

砂世界動物文7全 集24=アラノ、

カイユ

町民セ Y9ー

[一般図書】

年
生
の
佐
々
木
春
美
さ
ん
が
優
秀
且
を

独
占
し
、
佳
作
に
は
佐
々
木
真

一
君
(同

小
三
生
)
、
鷲
野

一
之
看
(
同
)
鷲
野

菜
千
代
さ
ん
(
問
凶
年
)
中
山
ル
ミ
子

さ
ん
(
同
六
年
)
原
香
代
子
さ
ん
(
中

学
二
年
)
森
森
樹
君

(岡
三
年
)
の
六

人
が
食
い
込
み
ま
し
た
。

同
校
の
小
学
三
一
年
生
は
三
人
し
か
い

な
く
、
全
ぬ
が
全
逝
段
階
で
の
コ
ン
ク

ー
ル
で
受
賞
と
な
り
喜
び
は
ひ
と
し
お
。

六
年
生
の
中
島
さ
ん
や
中
主
中
の
原
さ

ん
、
森
世
相
は
こ
れ
ま
で
も
数
々
の
コ
ン

ク
ー
ル
で
入
賞
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
安
全
に
関
す
る
コ
ン
ク
ー
ル
で

は
川
村、

現
在
同
中
二
年
の
吉
凶
茂
光

君
が
昨
斗
文
部
大
臣
賞
を
受
け
て
い
る

だ
け
に
、
今
回
も
「
あ
る
い
は
」
と
期

待
さ
れ
ま
す
。

最
秀
作
に
選
ば
れ
た
中
島
さ
ん
の
作

品
は
水
彩
と
ク
レ
パ
ス
を
併
用
し
、
雨

の
中
の
安
全
通
VT乞
描
い
た
も
の
で
す
。

も
う
ひ
と
つ
の
佐
々
木
さ
ん
の
ポ
ス

タ
ー
は
ク
リ
ー
ム
色
を
パ

y
ク
に
、
路

上
で
の
ナ
ワ
跳
ぴ
遊
び
の
危
険
さ
を
訴

副館 rli末広町21-7

出陣J守を，t.tSC!.1コンピュ 夕、ド y クを

:J:;ntli:( 、たします 。これは質問票!日人し、

コノ ピムータで分析。帖*を個人に通知

すると いう ンステム "[--4"012月 111と

実施Lますが刷口 、方法$詳細は 後剖

川らんで"知らせしま .1.• 
.職業訓掴金を募集

函館組合同符輯業訓糾位では56年度の

訓l僻生を次 じよ η募集し ていま官 。

t訓融制日 機械、配持、構造物酷工、

1[t}ii，工'1'木工塗装判で暗:Il転換馴純
川住が1ft都通訓糾減位が2句で九

b人世資柿袋務教育陣HtJ町下!Jを

のする人で 身体強町、窓正強国会る人

b人目手続 公共腕業安定所にあるも~f聞
を55年lllll日カ ら56年 1月31nまて'

に本世または職業安定所に提出のこと

.第27回 「わが家町家計簿」体験阻募集

貯事増強I11央委 11会では，，あなたが家

計簿を通じて体験し、感じられえ こと」

を.と いう テ マで次の要制により.体

験J肢の務.!sを行います.

。内容

・家計簿をつけはじめた動機融献 し

でつける工夫や家腕の協力 ムダと

の改持、グループによる家，It簿記帳

帳町勉強ぷη会どれ由に普いで〈だ
さL、

。即削

・400字詰庇l闘用紙5紘 {20凹字)以内。

本支のほか、同別刷円別支弘一覧必

をiM.to
_Jj;I柏には応募者のfl::J<住所、開業、

年齢、同 五日十でくらす家抜覧(応

務省との制柄、年齢.圃盟、就労状配合

と}家計i奪日晒 'ft交 を ~lc敏のこと。

・~;-; !s仰l川J 551ドlZr!Ir!-5S'I':ZnZ8臼
。送 η先

日本銀行同館支錨

・12月白当番医

7日 北絵山町田f.l'dJ，;院
14日 今金町?古田副院

2111 今金町国 f~ 叫脱

却口北枯山田保病院

包 @5321

官喧0324
ft@0221 
ft@5321 

いと 般の剣便物といっしょに年内ι配

遣されてしまうことがあるのでごiJ:;Q:し

でください。

。島間帯勾は はっきりと

住所はアパート名 .醐抗日.i cx)t，~ )j J 

又は、 'COピルJ などの日書きまで枠

制iニ
・2手ヨ艇の郵便!Il笛白ご利用を

例年12月I率、勝便揖f!でるの訣前送金事

務が大変ふ〈そフいたしますから 蹴倒

掛仔口座への夜、込剖金弘山、1"1出掛併
のご利用i率、なるべ〈お早めに(lZfI中

旬ころまで}手続きを済まされるよう。

〈函館地)j貯金日出作深)

TEし (0138)52-0123 

・小包みの差出し準備を

小包みのt.W¥しは週 〈と も12刑 15日ま

でに、郵岨w，号を書き.l."<出 して〈ださい。

〈今金町内部閉1"j)
聞田和561事度今金幼稚園児募集

昭和56年1ft今金幼稚岨児の募集を次に

よη受付いた します。

b人間資怖 今金町に住所をイ3する 4才

児 5才山

b保有削間 4才児 2 ~ 'f. 
5才児 1.，..if-

b努集人n 定員 160名
b入閣料 2.000円 (入団時)

b似育料月甑5.0∞11I
b受付削IUI 12月 1日-15日
b入団法疋通知 zrl下旬に各人へ通知

します。
bその 他不明な l日いついては敏行容

II会 lJq'~日へ (2-0111 )

.樋川温泉休憩所委眠管理人の募集

町では 今年 12月完成田曲川温拠休忽

所に委託符明人を 2名都jsします 。

。条 件 if-令50才前後の犬酬

0111込み輔υrj 12月20日まで

0中 込先町役場結務課庶務係ヘ

版原市持参。

園 、コノピaータ ドックミの実施

111:人耐予防付策と拙1底的保持朋巡の闘

いカら(保険百;Jq震の一四)40才以上の被

-冬期温外出かせぎ集団現地選考会

例年*J;(仰千葉崎 王愛知l郭各県

!こ'Hる冬山11:1 {I211、 1月から 3今月

ない L6ヶ 11就労出来る)の!史、同選 r.;会

を本年度もド記によ η開催しますので就

労希望的1;は当口会場へお越しのうえご

~U g炎 < tz. dい。

b日時附4同J551ドlZrI1 9 臼幽午前 9It~

午後 3昨
2回日 日付属156年 1月13日伏畑刊11は滋

一四日 と同 じ

b会場 f"'i 11とも函舶市新川町29の15パ
クホテル大会揖送電話23-0128

(面館公共輔衆安定所〉

・年賀状の益 し出し準備を

O今年も '1'1>"犬をJ¥!l備 する昨'"とな り

ました。今年t:il!!:話にeった方や、友人

知人生 どへ足非年筒状を出 しましょう。

年末も むし迫る とf亡しくなりますから

平めに年賀ハガキをお日U求めいただき

lUl20目的引受附拍日には差し出せるよ

う地倒 して〈ださい。

。坊で「年賀」の丞<51、企
11， ~1ハガキ会ど、 お句玉っき '1' 1>'ハガ

キU外のハガキを出寸場合l立、表面にiif-
1>'，と朱轡き しでくださ、、。この表示が会

[児童図書】

砂算 数 と理科の本20=司リIltfl太郎

砂 今 " 21ニ錨仲浩{也

図書の奇僧ありガとう

今村山虫干ーさん(嘩持)から 般

書 2冊を町民セ ノタ 図書室へ寄

贈さ れま Lた。

感謝申し上げます。

え
、
都
故
か
ら
少
し
で
も
回
避
し
た
い

と
い
う
願
い
か
ら
描
い
た
と
い
う
。

中
皇
小
中
は
本
年
度
、
す
で
に
林
野

火
災
防
止
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
知
事
賞
を

受
け
て
い
る
ほ
か
、
町
、
道
南
、
全
近

段
階
の
五
つ
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
こ
れ
ま

で
に
こ
十
三
の
入
賞
を
磁
得
し
で
お
り

六
年
連
続
全
面
ト
y
プ
へ
の
穆
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

固
感
謝
し
ま
す
固

-
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
へ
予

軒
誌
出

マ
A
丞
老
人
ク
ラ
ブ
(
代
表
小
賢
明
さ

ん
)
か
ら
告
ジ
ュ

ー
ス
=
函
(
九
十
本
)

ク
ラ
ブ
員
二
十
名
が
政
舟
倒
へ
慰
問
マ

4
1
笠
町
社
交
ク
ラ
ブ
(
代
表
山
下
正
己

さ
ん
)
か
ら
七
千
四
百
五
十
円
を
光
の

虫
害
図
ヘ
マ
八
束
小
中
年
校
生
徒

一
同

か
ら
馬
鈴
柑
古
一一
十
四
J
を
豊
寿
国
ヘ
マ

4
7
金
町
建
設
協
会

(
代
表
松
下
謙
り
さ

ん
)
か
ら
，
里
学
闘
、
豊
寿
国
へ
各

司井誠

(52歳)

中

こ
の
度
、
引
き
続
き
ま
し
て
教
育
長

の
重
貨
を
け
が
す
こ
と
に
な
り
、
そ
の

貨
此
仙
の
並
大
さ
を
あ
ら
た
め
で
焔
略
し

て
い
る
次
第
で
す
。

本
町
の
教
育
も
町
民
皆
H

怖
か
ら
絡
別

の
ご
理
院
を
い
た
だ
き
、
年
と
共
に
着

実
に
そ
の
理
想
に
向
け
て
歩
み
を
み
せ

( 6 ) 

ご
寄
贈
に
感
謝

改
築
中
の
A
丞
町
函
保
病
院
の
前

庭
に
植
樹
し
、
環
境
整
備
に
役
立
て

く
だ
さ
い
ー
と
、

A
マ
金
町
森
林
組
合

(代
表
伊
藤
綱
載
さ
ん
)
か
ら
レ
ン

ゲ
つ
つ
じ
百
株
、
な
な
か
ま
ど
こ
十

本
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
介
、

イ
万
円
マ
A
本
品
電
報
省
話
局

(代
表
伊

藤
利
雄
さ
ん
)
か
ら
羊
か
ん
八
十
本
監

寿
図
ヘ
マ
藤
品
伸
子
さ
ん
(栄
町
)
か
ら

毛
糸
編
機
(中
古
品
)二
台
光
の
卑
菌

ヘ
マ
今
金
町
一
森
林
組
合

(代
表
伊
藤
網

殺
さ
ん
)
か
ら
な
な
か
ま
と
百
五
十
1

本

紫
つ
つ
じ
五
十
本、

れ
ん
げ
つ
つ
じ
三

十
本
を
光
の
里
学
園
ヘ
マ
舘
田
雪
子
さ

ん(一
日同一見町
)
か
ら
衣
類
(中
古
)七
十
八

点
を
光
の
旦
松山凶
ヘ
マ
ま
る
は
な
生
花

庖
(
旭
町
)
か
ら
チ
ュ
リ
y
プ
球
恨

五
十
九
個
を
光
の
単
山
手
凶
ヘ
マ
4
玄
品
電

報
泡
話
局

(代
表
伊
藤
利
却
さ
ん
)
か

ら
羊
か
ん
六
十
二
本
を
光
の
皇
学
園
ヘ

マ
長
谷
川
紀
代
さ
ん
(
商
工
団
地
)
か

ら
い
ち
ご
絵
本
二
冊
を
光
の
里
字
国
ヘ

マ
佐
々
木
金
物
屋
さ
ん

(末
広
町
)
か

ら
サ
イ
ダ
1
一
一
山
を
光
の
旦
ザ
岡
ヘ
マ

今
金
町
ア
カ
ン
ヤ
婦
人
会
(
代
表
松
林

む
め
さ
ん
)
か
ら
五
千
円、

パ
ス
タ
オ

ル
他

(中
古
衣
料
)
六
十
占
を
豊
寿
闘

ヘ
マ
A
蚤
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

(代
表

出
柿
五
郎
さ
ん
)
か
ら
紙
お
む
つ
八
函

(三
万
八
千
四
百
円
)
を
豊
寿
幽
へ

て
お
り
ま
す
こ
と
は
誠
に
喜
こ
ば
し
い

こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
教
育
に
残
さ

れ
た
課
題
も
一多
く
、
こ
れ
か
ら
も
さ
ら

に
教
育
内
容
の
充
実
に
力
を
注
ぐ
と
同

時
に

A
L品
中
学
校
の
早
期
完
成
促
進
を

は
じ
め
、
立
遅
れ
て
お
り
ま
す
小
学
校

関
係
、
社
会
教
育
関
係
、
並
び
に
文
化

体
育
施
設
等
教
育
環
境
強
制
に
重
点
を

お
き
ま
し
て
、
そ
の
実
現
に
向
け
で
積

額
的
に
努
力
を
し

τま
い
る
決
意
で
こ

ざ
い
ま
す
。

ど
う
か
+後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
指
場

ご
協
力
の
程
を
、
お
願
い
申

L
iげ
ま

し
て
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

国

筋
肉
の
疲
労
が
主
な
原
因

府
こ
り
を
訴
え
る

小
学
生
も
い
る
ー
ー

と
い
う
ほ
ど
瓜
代
生

活
に
は
老
若
男
女
を

問
わ
ず
、
肩
こ
り
で

悩
む
人
が
ふ
え
で
い
ま
す
。
ひ
ど
く
な

ら
な
い
よ
う
に
、
ま
め
に
、

J
」り
H

を
ほ
く
し
ま
し
ょ
う
。

マ
単
純
な
こ
り
は
ム

日
こ
り
は
、
一
般
的
に
は
目
や
腕
の

使
い
過
ぎ
か
ら
く
る
疲
労
の
あ
ら
わ
れ

で
、
府
か
ら
首
へ
か
け
て
の
筋
肉
の
使

い
過
ぎ
と
血
行
が
不
十
分
な
た
め
に
起

会与広
寸
，。

ス
ト
レ
ス
な
ど
精
神
の
緊
張
が
統
い

薗

た
り
、

一
日
中
細
か
い
数
字
や
文

{T乞

扱
う
仕
事
を
し
た
り
、
た
ま
に
恨
を
つ

め
て
洋
裁
な
と
会
ゃ

っ
た
後
な
ど
に
よ

く
起
き
ま
す
。
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
ほ
う
っ
て
お
〈
と
悪
化
し
ま
す
か

ら
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

マ
こ
門
を
ほ
く
す
に
は
ム

十
分
生
睡
眠
や
休
息
を
と
り
、
適
度

寺
巡
動
を
行
う
|
|
こ
れ
は
常
識
で
す

が
、
大
切
な
こ
と
で
す
。

時
間
を
決
め
て
、

一
日
に
向
回
か
腕

や
首
を
く
る
く
る
回
し
た
り
、
肩
を
上

げ
下
げ
す
る
運
動
を
規
則
的
に
す
る
と

効
操
あ
り
、
食
事
の
而
で
も
ビ
タ
ミ
ン

C
に
気
を
配
り
、
摂
取
に
つ
と
め
よ
う
。

(7) 
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-
お
年
寄
に
喜
ば
れ
た
ふ
る
里
電
話

出

一
一

川
司
伯
屯
品
週
間
に
九
辛
み
、
今
世
町
屯
報
屯
一

一日間
川

{伊
職
制
掛
川
H
H
)

は
、
ト
H
二
i
八
H
午
前
回
川
町

一
盟
力
削
(
ド
引
井
政
占
間
以
)
で
お
向
型

η
を
H

川
象
と
し
た
A

る
mu
屯
川
を
聞
き
ま
し
た
。

正
し
い

4
M
の
か
け
力
ゃ
、
い
ろ
い
ろ
な
屯
川
の
利
附
力
一

一法令」
矧
つ
で
も
ら
う
と
い
う
ね
ら
い
か
ら
聞
か
れ
た
も
の
で

e

-
す
。
ふ
だ
ん
あ
ま
り
一
両
日
を
か
け
会
い
せ
い
か
、
少
々
閉
れ

一
気
味
で
し
た
が
、
近
況
判
川
口
や
ら
宇
佐
の
時
子
を
た
ず
ね
る
一

主
ど
間
が
は
ず
み
久
々
の
宰
践
と
の
長
距
離
屯
M
仰
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

作

1
h
か
ら
は
、
光
の
里
寸
悶
で
屯
話
教
室
(
映
画
で
勉
強
)

E

が
聞
か
れ
た
あ
と
、
回
生
仁
屯
話
利
用
の
便
を
開
り
ま
し
た

E

一

角

凶

l
i
l
i
-
-1
1
i
i
li
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
 

i
l
il
i
l
i-
-
l
i
l
i
-
-出
口

晃

(

明

言

)

末

広

町

安

達

栄

一

H
丸
山
佐

久

千

根

川

南

川

仁
t
U
A
(
僚

出

長

引

)

旭

川

他

谷

依

muHm-n川
栄

町

加

脱

出

香

%

(正
市
長
立
)山
刊
行

松

本

桁

也

%

(敏
幸
長
引
)
附
利
川

村
k

友
紀
前
月
(
忠
弘

-AK
)神
丘

大

日

ム

治

%

(

泊
三
引
)本

日

築

地

売

一
%
(
山
科
長
引
)
大
和
川

刷
脱
出
先
子
%
(栄
師
長
立
)
口
町
山
町

山

崎

良

介
w
m
{
れ
長
引
)
イ
マ
ヌ

t

大
台
利
礼
子
%
(
京

一
長
女
)
附
和
町

悶
い

に

圃
梅
頭
で

「火
の
用
心
」
呼
び
か
け

「
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
か
ら
火
事
を

一
追
放
し
ま
し
ょ
う
」
と
、

4手
財
人
防

'a、

一
火
ク
ラ
ブ
(
石
剖
照
子
会
長
)
が
十
片

?
九

一一
一
干
九
日
午
后
目
抜
き
通
り
で
「
火
の

，
f
i

一
用
心
」
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

-oe-

一

同

防
火
ク
ラ
ブ
は
、
火
災
か
ら

E-
J亡

を
守
ろ
う
と
四
士
一
年
に
ス
タ
ー
ト
し

tr

-
て
以
来
、
防
犯
を
兼
ね
た
夜
回
り
を
は

一

一
じ
め
防
火
思
恕
の
刊
及
な
ど
に
努
め
て
今

一
い
ま
す
。

今
同
の

P
R
に
は
、
作
段
目
U
の
ま
ま
一

=

一
の
お
母
さ
ん
遥
が
参
加
。

「
こ
れ
か
ら

一

=

一
は
火
災
の
多
い

ン
l
ズ
ン

l
l充
分
気

'
実

一
を
つ
け
ま
し
ょ
う
」
と
道
行
〈
人
々
に

a'

一
風
船
ゃ
、
建
一
位
り
訴
え
ま
し
た
。

広

人11 9.137 (-24) 

リ ~.470 (-5) 

1;.." tl.667 (ー19)

l!t .:l~ 2.63¥ (-li) 

(川川削)
Ii'LO"，やfi帳

悶
お
た
ん
じ
よ
う
び
お
め
で
と
う

佐

藤

義

博

%

(義
雄
三
男
)
ト
マ
シ
ケ
ン

坂

上

徹

治

(

忠

義

長

男

)

緑

町

-
Mみ
つ
わ
牢
校
H

研
究
発
表
会
聞
か
る

町
内
の
U
M
小
、
中
叩
一小
、
住
古
小
の

へ
き
地

一位

に
よ
る
出
A
H
F
刊
「
み
つ
わ
uF
柑
」
の
出
。

一川
附
究
党

表
会
が

1
一
川
阿
H
U
h口
小
“
ド
位
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の

γ
4
4

惜
は
出
合
指
叫
に
よ
り
イ
問
た
九
の
社
全
性

を
仲
ぱ
し
併
せ
で

mM却
を
山
一
か
に
し
よ
う
と
五
十
二

年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
も
の
。
今
回
目
琵
表
会
は
、
て
阿

H
P
、
低
学
可
の
人
形
劇
ゃ
、
手
品
‘
次
に
、

ゴ

四

年
で
は
長
万
部
で
の
写
生
告
で
描
い
た
訟
の
感
想
発
表

五
、
E

ハ
与
の
陪
字
旅
行
の
作
文
発
喪
主
ど
が
あ

η
ま
し

た
。
み
つ
わ
戸
柑
な
ら
で
わ
の
岨
県
が
充
分
桂
仰
さ
れ

た
発
表
会
で
し
た
。

一ーーーーーー~‘叩相時w・・~・m
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• 
[ B ) 

泊三
イ

圏
お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

掛

川

リ

ヨ

%

八

卜
J

抜

本

阿

川
ペ

ヨ
不
%
じ
卜

一成

長

利

川

篠

木

光

助

%

五

4
八
段
ー
ポ
阿

宗

像

ち

よ

弘

七

十

必

夫

利

河

出
小
勝
太
郎
%
七
十
五
歳
樋
川

什

山

ゃ

い
鬼

九

卜

歳

鈴

川


